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市政だより
人口の動き 法律相談日

8月1白現在前月比 11 9月18日(木)

人口 60，596 -3211 9時30分--15湾
男 29，439 -2811 
女 31，157 -411市役所市民相談室

世帯数16，416 - 811お気軽にどうぞ

~III1I11I1lIlIlIUIIUlIllIllIl IIIIIII Ill IIIIIIIUIIIIIIIIII川川川川川1111111111111111111111111111111111111111川 1111110111111111111111111111111111111110001111111111111110刷1II1111111UßI朋1I01lllH刷IIIIU聞111111111剛1IIIIIIIIIHIIIIIII01I1IIIIßlUIIIIIIIIIIUlHlrnnlllUlllllnlllllllllll幽霊

レクりエーションを楽しむ清和園の皆さん

鍵長棄で幸せ之主主主 j震を

関 心と理解を
老人は.多年にわたり社会の進展に寄与された人と

して敬愛され、健全で安らかな生活が保障されなけれ

ばなりません。

敬老の日にあたり、皆さんが老人の福祉について関

心と理解を深め、老人が自らの生活の向上に意欲を高

められるように努めましょう。

市は県下でも優れた福祉都市と して、 市民福祉の向

上をめざして、いろいろな施策を実施しています。

老人福祉週間には、70歳以上の人に敬老金を支給、

ねたきり老人には見舞金を支給し、健康診査など‘行っ

て、 老人が健康で幸せな生活を送れるよ うにしていま
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9月 15日

す。
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毎月 1日・ 15日発行 発行所/大村市役所編集人/総務課長立石直衛印刷所/九州凸版株式会社
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9
月
刊
日

i
n目

市政だより

九
月
十
五
日
か
ら
一
週
間
は
老

人
福
祉
週
間
で
す
。

ね

た

き

り

老

人

に

見

舞

金

市
は
九
月
十
五
日
現
在
、
六
十

五
歳
以
上
で
市
内
に
一

年
以
上
居

住
し
、
六
カ
月
以
上
の
ね
た
き
り

老
人
(
八
月
十
五
日
号
市
政
だ
よ

り
で
詳
報
)
に
見
舞
金
一
万
八
千

円
を
支
給
し
ま
す
。

叩
歳
以
上
に
敬
老
金

九
月
十
五
日
現
在
で
市
内
に
一
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年
以
上
居
住
し
、
住
民
基
本
台
帳

外
人
登
録
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る

七
十
歳
以
上
の
人
に
次
の
と
お
り

敬
老
金
を
支
給
し
ま
す
。

支
給
金
額

七
十
歳

t
七
十
四
歳

五
千
円

七
十
五
歳
l
七
十
九
歳

八
千
円

八
十
歳

t
八
十
九
歳
一
万
円

九
十
歳
以
上
一
万
五
千
円

支
給
期
間

九
月
十
八
日

l
十
九
日

~

「

敬
老
の

日

」

に

行

事

一

v

u

ち
な
ん
で
、
今
年

1
敬
老
期
間
中
の
入
館
料
は
無
料

γ

叫

事

一

も

老

人

福
祉
セ
ン

(
六
十
歳
以
上
の
市
内
居
住
者
二

(

)

タ

!
(
さ
く
ら
荘
)

2
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
の
講
話

~

い
一

7
〈
で
次
の
よ
う
な
行

九

月

十

五

日

い

‘
;
'
 

ん

ゲ

事

を

行

い

ま

す

の

3
老
人
演
芸
会
九
月
十
六
日
ん

…

老

一

で

多
数
ど
参
加
下

4
生
き
が
い
講
話

九
月
十
七
日
~

九

九

さ

い

。

5
長
寿
健
康
体
操
、
レ
ク
リ
エ

1

へ

一

敬

い

敬

老

期

間

シ
ヨ
ン
は
毎
日
適
宜
実
施
す
る
一

~

~

九
月
十
四
i
十
六

6
老
人
作
品
展
九
月
十
三

t
十

~

V

日

七

日

〈

Y
1・1
・2
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，f-
J
〉
、，
z'zt
fe，r
e----J
〉
、
‘--，-t
fJf-九，Jr1E三JJ-
3
1
2
‘、-L
〈
f
J
a

】

。
限
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あ

水

約

の

宣官

る

該
当
さ
れ
る
人
に
は
支
給
日
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
そ
の
通

知
書
と
印
か
ん
を
持
参
し
て
指
定

の
場
所
で
お
受
取
り
下
さ
い
。

記
念
写
真
の
贈
呈

昨
年
九
月
十
六
日
か
ら
本
年
九

月
十
五
日
ま
で
の
聞
に
、
九
十
歳

に
な
ら
れ
た
人
に
は
額
縁
入
り
記

念
写
真
を
贈
呈
し
ま
す
。

記
念
品
の
贈
呈

九
月
十
五
日
現
在
で
九
十
歳
以

上
の
人
に
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す

老
人
作
品
展
を
開
催

八
月
十
五
日
号
市
政
だ
よ
り
で

募
集
し
た
創
作
品
(
手
芸
品
、
工

芸
品
、
書
、
画
〉
を
展
示
し
ま
す

開
催
期
日

九
月
十
三
日

t
十
七
日

脅

福

ネ止

年

展
示
会
場

市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

入
浴
料
の
特
別
奉
仕

公
衆
浴
場
組
合
で
は
七
十
歳
以

上
の
人
に
、
九
月
十
五
日
か
ら
二

十
一
日
ま
で
、
一
人
一
回
入
浴
料

の
無
料
奉
仕

※
奉
仕
を
受
け
ら
れ
る
人
は
老
人

保
健
手
帳
を
提
示
し
て
下
さ
い
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

(
さ
く
ら
荘
)
を

無

開

すヰ

市
内
居
住
者
で
六
十
歳
以
上
の

人
に
九
月
十
四
日
(
臼
)
か
ら
九
月

十
六
日
(
火
)
ま
で
無
料
開
放
し
ま

す。

w 

活診

金

証

書

を

交

付

し

ま

す

さ
き
に
預
り
ま
し
た
(
老
齢

・

障
害
・
母
子
・
特
別
給
付
金
)
証

書
を
次
の
と
お
り
交
付
し
ま
す
o

v交
付
期
間

九
月
三
日

l
十
四
日

V
交
付
場
所

日開

た

め

日

の

市
保
険
年
金
課
ま
た
は
各
出
張
所

(
但
し
新
城
と
荒
瀬
地
区
の
人
は

市
保
険
年
金
課
へ
お
い
で
下
さ

い
)

V
持
参
す
る
も
の

保
管
証
・
印
鑑

耳

と

言

葉

の

~

相

談

日

と

き

毎

月

第

三

土

曜

日

午

後

一
時

i
四

時

と

こ

ろ

福

祉

セ

ン

タ

ー

放

〔特別弔慰金〕

.2 0万円を支給

，、.. 
、.内

W

E
し

戦
後
三
十
周
年
に

あ
た
り
、
次
の
遺
族

の
人
に
特
別
弔
慰
金

を
支
給
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

市
(町
村
)
は
現
在

請
求
書
の
受
付
を
し

て
い
ま
す
の
で
、
該

当
す
る
人
は
、
早
め

に
手
続
き
を
し
て
下

一、

特
別
弔
慰
金

〈
三
万
円
)
を

受
け
た
人
、
ま
た
は
そ
の
転
給

遺
族
、
並
び
に
時
効
に
よ
り
特

別
弔
慰
金
を
請
求
で
き
な
か
っ

た
人

一、

昭
和
四
十
七
年
四
月
一

日

t

昭
和
五
十
年
三
月
三
十
一
日
の

聞
に
弔
慰
金
の
み
を
受
け
た
人

及
び
乙
の
聞
に
公
務
扶
助
料
、

遺
族
年
金
、
遺
族
給
与
金
な
ど

死
亡
に
よ
り
失
権
し
て
い
る
遺

族
、
並
び
に
そ
の
転
拾
遺
族
は

請
求
で
き
ま
す

て

日
華
事
変
中
(
昭
和
十
二
年

七
月
七
日

t
昭
和
十
六
年
十
二

月
七
日
)
の
戦
没
者
で
昭
和
五

十
年
四
月
一
日
現
在
遺
族
年
金

な
ど
を
受
け
て
い
な
い
遺
族
は

請
求
が
で
き
ま
す

て
時
効
に
よ
り
弔
慰
金
を
受
け

な
か
っ
た
遺
族
。

ハ注
)

特
別
弔
慰
金
の
請
求
権

は
兄
弟
姉
妹
ま
で
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
市
遺
族
会

E
③

l
六
O
一
O

ま
た
は

市
社
会
課
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

市
遺
族
会
で
も
お
世
話
し
て
い

ま
す
。
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りづちキ
J
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しに下水道明るい暮ら水
皇官

オポ

9月10日全国下水道促進デー=
道水

道
を

暮

生

か

し
「
下
水
道
」
は
、
家
庭
の
台
所

や
水
洗
便
所
、
工
場
や
ピ
ル
な
ど

か
ら
排
出
さ
れ
る
汚
水
、
あ
る
い

は
雨
水
な
ど
の

ν

下
水
4

を
科
学

的
に
排
除
、
処
理
し
、
私
た
ち
の

生
活
環
境
を
快
適
に
す
る
施
設
で

す。
そ
の
下
水
道
の
普
及
状
況
を
み

ま
す
と
、
全
国
平
均
で
約
二
十
一

労
に
す
ぎ
ず
、
欧
米
諸
国
に
比
較

し
て
著
し
く
立
遅
れ
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。

こ
の
た
め
・
川
は
ド
ブ
に
な
り

雨
が
降
る
と
浸
水
し
、
便
所
は
異

臭
た
だ
よ
う
汲
取
式

d

.

.

.
 

さ
ら
に
、
河
川
、
湖
沼
、
海
域

な
ど
の
水
質
汚
濁
と
い
っ
た
問
題

を
起
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

そ
こ
で
、
国
と
県
と
市
、
そ
し

て
地
域
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
、

だ

よ

り
漏

水

は

あ

り

ま

せ

ん

か

の

あ
な
た
の
敷
地
内
で
水
道
が
漏
い
。

れ
て
い
な
い
か
確
か
め
ま
し
ょ
う
協
和
水
道
乾
馬
場
三
九
八

方
法
は
じ
ゃ
口
を
全
部
止
め
て

E

②
l
四
五
三

O

メ
ー
タ
ー
器
を
見
て
下
さ
い
。
誠
和
工
業
松
山
七
七
六

メ
ー
タ
ー
が
動
い
て
い
る
と
き

E

@

i
一
一
五
一

は

漏

水

で

す

。

大

博

給

水

西

三

城

町

一

五

l
二

水
道
工
事
は
最
寄
り
の
水
道
部
血
②
|
二
五
六
四

指
定
の
工
事
庄
へ
連
絡
し
て
下
さ
明
和
工
業

片
町
九
八

tす

国

、つ

く

り

下
水
道
に
対
す
る
認
識
を
高
め、

全
国
的
に
整
備

・
促
進
の
世
論
を

盛
り
あ
げ
る
た
め
、
国
民
的
な
運

動
の
日
と
し
て
「
全
国
下
水
道
促

進
デ
l
」
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す

皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
で
下
水

道
の
整
備
を
促
進
し
、
快
適
で
健

康
な
生
活
環
境
を
つ
く
り
、
住
み

よ
い
国
土
を
建
設
し
ま
し
ょ
う。

標

※
下
水
道
で

快
適
な
生
活
環
境
を
つ
く
ろ
う

※
国
と
市

そ
し
て
市
民
が
つ
く
る
下
水
道

※
急
ご
う
下
水
道

住
み
よ
い
町
に

五
回

-
吉
岡

※
第
十
五
回

全
国
下
水
道
促
進
デ
l

心
身
障
害
者
雇
用
促
進
月
間

Q
U
肉
付

4
1

。心
身
障
害
者
に
愛
を
、
職
場

血

②

l
六
五
一
一

高
瀬
建
設
西
本
町
四
七
八

血
③
|
一
二
一
一
ニ
一

竹
松
設
備
竹
松
本
町
九一
言

血

①

l
一
三
五

O

正
真
工
業
長
居
二
ニ
七

血
③
|
六
一
一
五

日

か

ら

叩

日

ま

で

を
、
は
げ
ま
し
を
H

労
働
省
は
、
全
国
各
公
共
職
業

安
定
所
を
中
心
と
し
て
、
心
身
障

害
者
の
社
会
復
帰
な
ど
を
推
進
す

る
た
め
、
毎
年
九
月
を
心
身
障
害

者
一
雇
用
促
進
月
間
と
し
て
、
各
種

の
催
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

特
に
本
年
は
労
働
事
情
の
悪
化

に
伴
い
、
事
業
主
は
じ
め
、
関
係

各
方
面
の
よ
り
一
層
の
暖
か
い
理

解
と
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す

大
村
公
共
職
業
安
定
所
で
も
各

種
援
護
制
度
を
十
分
利
用
さ
れ
、

一
人
で
も
多
く
心
身
障
害
者
を
職

場
に
迎
え
て
頂
き
、
職
場
の
人
々

の
温
か
い
思
い
や
り
と
、
事
業
主

の
積
極
的
な
理
解
の
も
と
に
、
社

会
復
帰
さ
せ
て
下
さ
い
と
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

主
な
制
度

。
職
場
適
応
訓
練

雇
入
れ
る
前
に
一
年
間
訓
練
し

そ
の
問
、
本
人
へ
月
額
四
万
六
千

二
百
五
十
円
、
事
業
主
へ
九
千
円

支
給
さ
れ
ま
す
。

。
身
体
障
害
者
雇
用
奨
励
金

安
定
所
の
紹
介
に
よ
っ
て
雇
入

れ
た
事
業
主
へ
一
年
間
、
月
額
九

千
円

l
一
万
一
千
円
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

O
雇
用
促
進
融
資

身
体
障
害
者
の
就
業
を
容
易
に

す
る
た
め
の
作
業
施
設
、
及
び
備

品
設
備
の
資
金
を
貸
出
し
ま
す
。

融
資
率
八
十
M
m
l九
十

Mm

な
お
、
大
村
公
共
職
業
安
定
所

で
は
、
手
話
協
力
員
を
設
置
し
、

毎
月
第
二
・
四
の
火
曜
日
に
、
ろ

う
あ
者
の
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

叩

月

1
日

{ま

国
勢
調
査
で
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

…
@
宮
崎
直
…

国
勢
調
査
の
経
緯

当
時
の
国
勢
調
査
で
は
、

平
家
の
落
人
が
出
向
い
て
き

た
調
査
員
に
「
今
源
氏
は

ど
う
し
て
い
る
か
」
と
尋
ね

た
と
い
う
マ
ユ
ツ
パ
話
ま
で

あ
り
ま
す
。
ま
た
当
時
は
子

供
が
で
き
る
ま
で
籍
に
入
れ

な
い
と
い
う
女
性
も
多
か
っ

た
が
、

国
勢
調
査
で
は
法
律

上
の
届
出
が
な
く
と
も
妻
と

ど
ど
い
つ

し
た
。
当
時
の
都
々
逸
に
、

ヘ
世
間
は
れ
て
の
夫
婦
じ
ゃ

な
い
が
粋
な
調
査
が
妻
と
し

た
と
あ
り
女
牲
に
評
判
が
よ

か
っ
た
よ
う
で
す
。
国
勢
調

査
が
い
よ
い
よ
始
ま
っ
た
そ

の
朝
、
消
防
の
半
鐘
を
打
ち

鳴
ら
し
、
お
寺
の
鐘
を
つ
い

て
調
査
開
始
の
合
図
を
し
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
の
国
勢
調
査
で
は
沖

縄
県
が
戦
後
初
め
て
国
勢
調

査
に
参
加
し
ま
す
。
全
国
で

六
十
七
万
人
の
調
査
員
が
動

員
さ
れ
一
億
一
千
百
万
人
が

調
査
さ
れ
る
大
規
模
な
調
査

で
あ
り
ま
す
。
日
本
の
人
口

を
正
確
に
ャ
つ
つ
し
出
す
よ
う

願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。



(4) 

!美 j
?し j

f郷 i
!土 j;を j

らおおむ

不
法
投
棄
を

防
止
し
ま
し
ょ
う

市政だより

道
路
ぎ
わ
、
雑
草
の
生
い
茂
っ

た
空
き
地
、
河
川
な
ど
に
紙
く
ず

陶
器
、
悪
臭
を
は
な
つ
残
飯
類
、

あ
き
缶
な
ど
が
捨
て
ら
れ
て
い
る

状
態
を
あ
ち
こ
ち
で
見
か
け
ま
す

美
し
い
郷
土
、
美
し
い
環
境
を

つ
く
る
た
め
、

次
の
こ
と
を
よ
く

守
っ
て
下
さ
い
。

V

燃
え
る
ゴ
ミ
の
処
理

紙
く
ず
、
布
、
木
製
品
な
ど

で
、
家
庭
で
処
理
で
き
る
も
の

は
な
る
だ
け
自
分
で
処
分
す
る

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す

V
各
町
内
に
は
、
不
燃
物
集
積
所

収
集
日
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す

燃
え
な
い
ゴ
ミ
は
収
集
日
の
前

日
に
穿
積
所
へ
も
っ
て
い
く
よ

う
に
し
て
下
さ
い
。

白
川

月
州

Q
U
川

年
州

n
H
U
川
川

F
H
U
川
川

和
川

昭
酬

市
民
の
み
な
さ
ん
に
は
、
何

回
と
な
く
お
願
い
を
し
て
い
ま

す
が
、
一
部
の
無
関
心
の
人
が

決
め
ら
れ
た
日
を
守
ら
ず
に
集

積
所
に
出
す
と
い
う
乙
と
が
み

う
け
ら
れ
ま
す
。

み
ん
な
で
決
め
て
、
み
ん
な

で
守
り
、
美
し
い
ま
ち
づ
く
り

に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

f
f
〆、，
s
.
a

・'
P
、，.，.，
p

、J
，・，‘，，、
1
2
t
r
J
J
r
p
J
J
S
F
、z
f
，、，、，
J
J
、t
，.，
.
E
r
J
J
t
p
・〆-
2
r

，"‘.; "川、輔、 、，"1，;阿川、 、"'.ρ』回、"".-.，、一 ，四、J
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食中毒に気をつけて

1:I 官大

一 予 防

身
障
者
盆
踊
り
大
会
終
る

瞳
酒
咽
額
貯

簿

務

総

。

ハ

1

ル

ハ

イ

ム

闘
蹟
闇
F
匝
踊
闘
圃
闇
圏
較
世
際
限

朝
野
明

i
…

醐
輔
鱒
蝉
鞭
9
J渡御物
iJ¥

八
月
九
日
木
場
郷
の
大
村
パ
l

力
出
演
と
浜
口
フ
イ
さ
ん
の
衣
装
い

輔
賜
溜
説
じ〆-…
m

ル
ハ
イ
ム
広
場
で
盆
踊
り
大
会
や
設
備
な
ど
の
お
世
話
で
、

職
員
一

覇
輯
醐
…
惑
駐
膝
b
l
m

tJVJ

(
写
真
)
が
行
わ
れ
ま
し
た。

も
部
落
の
子
供
た
ち
も
車
い
す
の

~

輔
自
開
瞬
間
縄
ふ
ん
吻

〈

大
村
あ
こ
や
会
(
河
村
丈
吉
会
会
員
を
囲
ん
で
夏
の
夜
を
楽
し
く
一

覇

欝

謬
一
…
ー
ら
え
¥
総

長
、
会
員
十
七
人
)
は
、
か
ね
て
過
し
ま
し
た
。

融
輔
燃
機
器

警
r
一日弁
一

付
近
住
民
の
人
と
親
ぼ
く
を
は
か
身
障
者
施
設
で
盆
踊
り
大
会
を
一

輔
調
韓
寝
殿
¥
ぷ
J
る
た
め
盆
踊
り
を
計
画
し
、

練

習

催

し
た
の
は
県
下
で
も
初
め
て
で
一

脳
龍
一
山
一
誠
機
機
工
べ

繊

の

成

果

を
ひ
ろ
う
し

ま

し

た

。

大

勢
の
人
が
集
り
盛
大
に
行
わ
れ
山

F
 

醐

輔

輔

君

一段
Yγ

一ricfw手

議

盆

踊

り
に
は
、
民
謡
愛
好

会

並

会

員
の
皆
さ
ん
も
穴
変
喜
ん
で
い
一

輯
輯
輯
喝
餅
d

一一一一……

J

ト¥:
シ
……
…
'掛

去、

び
に
パ

l
ル

ハ

ワ

イ

ア

ン

ズ

の

協

ま

し

た

。

〉

⑤ 

水

の

節

約

あ

限

る

tiv 

日明

の

た

め

日

食
中
毒
の
予
防
の
ま
ず
第
一
に

「
危
な
い
も
の
は
食
べ
な
い
」
と

い
う
乙
と
で
す
。

食
べ
も
の
に
は
十
分
気
を

つ
け

て
、
次
の
こ
と
を
守
り
食
中
毒
の

予
防
を
し
ま
し
ょ
う
。

V
作
っ

て
か
ら
何
日
も
た
つ

た
生

菓
子
、
野
菜
サ
ラ
ダ

宮
古
く
な
っ

た
折
詰
弁
当

V
い
き
の
悪
い
魚
貝
類
の
生
食

V
古
く
な

っ
た
卵

・
牛
乳

・
ト
ー

フ
・
カ
マ
ボ
コ
な
ど
は
い
さ
ぎ

よ
く
捨
て
ま
し
ょ
う
。

ぬ
)
予
防
三
原
則
を
守
ろ
う

V
食
品
に
食
中
毒
を
起
こ
す
菌
を

っ
け
な
い
(
よ
く
洗
う
)

4 

‘ 
~ 

大
み:
と:

村 し;

市 尿:

森 清
の:

園 掃
相:

~Nß 
1EL 壬盲v点 t 4 

ー ②②
セ は;

四
、/ 

七三二 タ ‘ ‘ 
‘ 

O 五八 ‘ 
‘ ‘ 

番三 ‘ ‘ 

地九四
f、

‘ ‘ 
‘ 

V
食
品
中
の
原
因
菌
を
増
殖
さ
せ

な
い
(
長
く
お
か
な
い
)

A
食
品
中
の
菌
を
殺
す
よ
う
な
調

理
を
す
る
(
熱
を
通
す
)

食
品
を
あ
つ
か
う
場
合
、
清
潔

迅
速、

冷
却
、
加
熱
と
い
う
と
と

に
よ
く
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

赤

ち

キコ

ん

の

健

康

を

フ
ェ
二

l
ル
ケ
ト
ン
尿
症
の
検
査

赤
ち
ゃ
ん
が
、
フ
ェ
ニ

l
ル
ケ

ト
ン
尿
症
と
い
う
病
気
に
か
か
り

ま
す
と
、
精
神
薄
弱
に
な
る
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
が
、
出
生
後
六
十

日
か
ら
九
十
日
ま
で
の
間
に
、

「尿
」
で
フ
ェ
ニ

l
ル
ケ
ト
ン
尿

症
の
有
無
を
検
査
し
、
フ

ェニ

i

ル
ケ
ト
ン
尿
症
の
お
そ
れ
が
あ
る

時
は
、
治
療
食
事
(
特
別
な
ミ
ル

ク
な
ど
)
に
よ
っ
て
病
気
を
治
す

こ
と
が
で
き
ま
す
(
早
け
れ
ば
生

後
二
週
間
ご
ろ
の
「
尿
」
の
検
査

で
も
わ
か
り
ま
す
)
三
カ
月
以
上

に
な
っ
て
フ
ュ
ニ
!
ル
ケ
ト
ン
尿

症
を
発
見
し
て
も
治
療
効
果
が
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
生
後
三
カ
月
ま

で
に
必
ず
尿
検
査
を
受
け
る
よ
う

お
母
さ
ん
は
心
が
け
て
下
さ
い
。

検
査
場
所
大
村
保
健
所

検
査
日
時

毎
月
第

一
・
二
・
三

の
水
曜
日
午
前
九
時
三
十
分
l

十
一
時

※
心
ず
母
子
健
康
手
帳
を
ど
持
参

下
さ
い。

も
し
わ
か
ら
な
い
点
が
あ
り
ま
し

た
ら
保
健
所
に
お
問
合
せ
下
さ
い

な
お
尿
検
査
以
外
の
乳
児
相
談

は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

第

一
火
曜
日
三
カ
月
児
ま
で

第
二
火
曜
日
四
I
六
カ
月
児

第
三
火
曜

日

七

カ

月
児
以
上

問
合

せ

皿

③

|
一
二
九
三

①
l
一
二
九
四

③
|
一
二
九
五
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。

討に

節

お

り

せ

し

注
射
と
検
診

圃
妊
婦
と
乳
幼
児
の

健
康
相
談

旺
娠
中
は
母
親
自
身
に
と
っ
て

は
も
ち
ろ
ん
、
生
れ
て
く
る
赤
ち

ゃ
ん
の
心
身
の
発
達
に
と
っ
て
も

非
常
に
大
切
な
時
期
で
す
。

妊
婦
の
皆
さ
ん
は
お
産
ま
で
に

少
な
く
と
も
一
回
、
乳
児
に
つ
い

て
は
誕
生
ま
で
に
少
な
く
と
も
二

回
は
健
康
相
談
を
ど
利
用
下
さ
い

※
九
月
の
竹
松
地
区
乳
幼
児
相
談

は
中
止
し
ま
す
。

曜当番医日の9月

を

暮

し

生

月日 | 時 間 |場 所 | 対 象

9月 4 日 113:~鋭fool p民本塁 132213F
9月四( が

// H 

9月16日I9: 30--11:州福重出張所 i妊婦と乳幼児

H |三浦診療所 i // 

か

午前 9時~午後6時※診療時間

/寸

国

づ

く

り

-3歳
児
健
康
診
査

※7月に行いました福重地区幼児健診の未受診者は上
記の相談日をど利用下さい。

対
象
昭
和
四
十
七
年
三
月
生
れ

の
人
及
び
昭
和
四
十
六
年
九
月
か

ら
昭
和
田
十
七
年
二
月
生
れ
の
人

で

ま

だ

健
診
を
受
け
て
い
な
い

人
。日

時
九
月
二
十
三
日
(
火
〉

午
前
九
時
三
十
分

l
十
一
時

午
後
一
時

l
二
時
三
十
分

場
所

市
役
所
第
一
会
議
室

料
金

無
料

※
必
ず
母
子
健
康
手
帳
を
ど
持
参

下
さ
い
。

募

集

園
郵
政
外
務
職
員
を

募

集

受
験
資
格

九
州

十
八
i
二
十
五
歳
の
男
子

東

京

十

八

l
三
十
歳
の
男
子

京
阪
神
、
名
古
屋

十
六

t
二
十
五
歳
の
男
子

第
一
次
試
験
十
月
十
二
日

試

験

種

目

教

養
試
験
、
適
性
検

査
、
作
文
試
験

試
験
地

長
崎
市
な
ど

第
二
次
試
験
十
一
月
上

t
中
旬

試
験
種
目
人
物
試
験
、
身
体
検

査

来
詳
し
く
は
最
寄
り
の
郵
便
局
へ

懸
賞
文
募
集

「
く
ら
し
の
情
報
」

，
私
の
選
び
方
、
生
か
し
方
d

私
た
ち
の
ま
わ
り
に
は
新
聞
、

雑
誌
‘
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
郵
便

広
報
紙
な
ど
に
よ
っ
て
大
量
の
く

ら
し
の
た
め
の
情
報
が
与
え
ら
れ

は
ん
ら
ん
し
て
い
ま
す
。

居
員
の
説
明
や
商
品
の
ラ
ベ
ル

か
ら
も
情
報
は
得
ら
れ
ま
す
。

ま
た
私
た
ち
自
身
が
っ
く
り
だ

す
ミ
ニ
コ
ミ
や
口
コ
ミ
、
く
ら
し

の
知
恵
の
よ
う
な
も
の
も
一
つ
の

く
ら
し
の
情
報
と
し
て
生
か
さ
れ

て
い
ま
す
。

地
域
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
仕

方
で
生
活
さ
れ
て
い
る
あ
な
た
は

日
頃
の
く
ら
し
の
な
か
で
、
こ
れ

ら
の
情
報
を
ど
の
よ
う
に
選
び
生

か
し
て
い
ま
す
か
。

あ
な
た
の
生
活
ま
た
は
経
験
を

ふ
ま
え
た
具
体
的
な
意
見
、
考
え

を
書
い
て
下
さ
い
。

原

稿
1
枚
数
は
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
十

枚
前
後

2
原
稿
は
必
ず
と
じ
、
末
尾
に
氏

名
‘
職
業
、
年
齢
、
連
絡
電
話

番
号
を
明
記
し
て
下
さ
い

3
応
募
原
稿
は
未
発
表
の
も
の
に

限
り
ま
す

4
応
募
原
稿
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

締

切

九

月

三

十

日

(

当

日

消

印
有
効
)

宛

先

〒

一

O
八

東

京

都

港

区
高
輪
三
の
一
三
の
ニ
二
国

民
生
活
セ
ン
タ
ー
懸
賞
文
募
集

係
賞特

選

一一編

賞
金
五
万
円

入

選

三

編

賞

金

三

万

円

佳

作

若

干

編

記

念

品

贈

呈

発

表

最
終
審
査
終
了
後
(
昭

和
五
十
一
年
一
月
中
旬
頃
)

応
募
者
全
員
に
直
接
通
知
し
ま

す
。

-
ス
ポ
l
ヴ
少
年
団

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
の
結
果

参
加
チ

i
ム
数

小
学
生
四
十
七
チ

l
ム

中

学

生

三

十

六

チ

l
ム

成

績

小

学

生

優

勝

松

並

一

準

優

勝

本

町

三

位

親

和

会

三

位

浦

優
勝

小
佐
古

準

優

勝

乾

馬

場

三

位

古

賀
島

三

位

武

部

中
学
生

台

風

の
シ
ー
ズ
ン
で
す

台
風
情
報
に
注
意
し
て
防
災

準
備
は
早
自
に
し
ま
し
ょ
う

…
(
台
風
前
)

O
テ
レ
ビ
ア
ン
テ
ナ
、
看
板

煙
突
な
ど
は
風
で
倒
れ
な

い
よ
う
に
し
っ
か
り
取
付

け
ま
し
ょ
う

O
樹
木
や
雨
ど
い
、
看
板
の

支
線
な
ど
が
電
線
に
ふ
れ

る
恐
れ
の
あ
る
と
乙
ろ
は

な
い
で
し
ょ
う
か

と
の
よ
う
な
個
所
が
あ
り

ま
し
た
ら
九
州
電
力
営
業

所
へ
ど
連
絡
下
さ
い

…
(
台
風
後
)

O
切
れ
た
電
線
や
低
く
た
れ

さ
が
っ
て
い
る
電
線
に
は

絶
対
に
さ
わ
ら
な
い
で
、

す
ぐ
最
寄
り
の
九
州
電
力

営
業
所
へ
ど
連
絡
下
さ
い
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講

ー習

会

b 

-
運
転
者
講
習
会

おおむ

秋
の
交
通
安
全
運
動
が
九
月
二

十
二
日
か
ら
十
月
一
日
ま
で
実
施

さ
れ
ま
す
。

乙
の
運
動
の
一
環
と
し
て
運
転

者
講
習
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
受
講
し
て
下
さ

運
動
の
重
点

O
歩
行
者
・
-自
転
車
利
用
者
の
事

故
防
止

O
飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故
防
止

O
シ
l
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト

着
用
の
徹
底

運
動
期
聞
に
限
ら
ず
十
分
注
意

し
て
、
交
通
事
故
を
な
く
し
ま
し

市政だより昭和50年 9月 1日
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支部別 |会 場 |月日 |時 間

松原 松原小学校体育館

福重 福重 H // 9. 4 

竹松 竹松 ，ペア 9 5 19:30 

萱甑 萱瀬 H H 9. 8 ~ 

鈴田 鈴田 H 11 9. 9 21:30 

三浦 今村公民館 9.10 

西大村 市民会館〈ホール〉 9.16 

中央 H (ホーJレ〉 9.17 

一 般 ~ (三階会議室〉 9.19 13: 30-15: 30 

運 転 者 講 習 会 日 程 表ょ・っ。

※
日
程
は
右
表
の
と
お
り

-
勤
労
青
少
年
ホ
1
ム
の

講

座

勤
労
青
少
年
ホ

i
ム
は
、
本
年

1、.目....，...... ..叫 ....... .....~. .... ヘハ.，....・........... .、ヘハ............... ..、

i 第 3 回 i
、

j くらしの一日教室 f 

~ 9 月 11 日 1
1自ど 室る化 生報要く者 j 
〈 由なでた向活をならをー〉

にたすめ上の提知し対般}
J どで。のを科供 識 に 象 消 4
j参も 教図学し情必に費〉

受苦的 (ロ)(イ)内場 日加 4
1講情質 講映容所 時下 1

料相 疑薬講演画 J 
〈談 剤 中午九い、

無 師師---， -，地後月 〉
J料午 舎墨区一十{
2 で後 熊県宗主 住時一 〉
〉す三野生 民 i日

加食 一 正。時 真 活断胃ロ セニ¥
ち t 佐セ巴盟 ン時木 f 

四代ン容タ
〈 時先タ 41 1 
} 生 l 巴 J

-、~"..'‘』・・・'. '、川""""・・、J・.. ，，，・・'.， '""， ‘・ ・・.......・.. .. 、J' ・，，":

度
後
期
の
講
座
を
次
の
と
お
り
開

詳
し
ま
す
の
で
、
将
来
に
備
え
て

ぜ
ひ
受
講
し
て
下
さ
い
。

対

象

市

内

居
住
者
、
ま
た
は
市

内
の
事
業
所
に
勤
務
す
る
十
五
歳

以
上
二
十
五
歳
未
満
の
青
年
男
女

講
座
種
目

茶
の
湯
講
座

(
木
)

予
定
人
員
三
十
人

着
物
着
付
講
座
(
金
)

予
定
人
員
三
十
人

料
理
講
座

(
火
・

水

・
木
・
金
)

四
グ
ル

ー
プ
予
定
人
員
百
四
十
人

生
花
講
座
(
火

・
木
)

ニ
グ
ル
ー
プ
予
定
人
員
五
十
人

卓
球
講
座

(
火
)予

定
人
員
二
十
人

時
間
午
後
六
時

l
八
時

受
付
期
間
九
月
一
日

t
二
十
日

講
座
期
間

十
月
一
日

t
来
年
二
月

※
な
お
、
応
募
者
多
数
の
場
合
は

受
付
順
と
な
り
ま
す
。

そ

の

他

園
通
行
止
め
の

お
知
ら
せ

市
は
、

公
共
下
水
道
汚
水
管
布

設
工
事
の
た
め
、
次
の
と
お
り
車

両
の
通
行
を
制
限
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
、

特
に
周
辺
住

民
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
ど
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
ど

協
力
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す

場
所西

三
城
町
水
道
部
横

t
岡
内

科
医
院
間
(
市
道
六
四
号
線
)

期
間
九
月
一
日

l
十
一
月
十
日

制
限
内
容

車
両
の
全
面
通
行
禁
止

園
昭
和
日
年

歌
会
始
の
お
題
と

一
詠
進
歌
の
一
詠
進
要
領

お

題

坂

坂

(
阪
)
と
は
、
上
り
、
ま
た

は
下
り
の
あ
る
道
の
乙
と
で
す
が

歌
句
に
は
地
名
と
し
て
の
坂
道
、

あ
る
い
は
抽
象
的
に
、
例
え
ば
、

「
人
生
の
坂
」
な
ど
と
し
て
よ
み

込
む
こ
と
も
差
支
え
あ
り
ま
せ
ん

諒
進
歌
の
諒
進
要
領

-
詠
進
歌
は
自
作
未
発
表
の
歌
で

一
人
一
首
と
し
ま
す

2
用
紙
は
半
紙
と
し
、
毛
筆
で
自

書
し
て
下
さ
い

3
病
気
ま
た
は
身
体
障
害
の
た
め

毛
筆
で
白
書
で
き
な
い
場
合
は

代
筆
で
も
差
支
え
あ
り
ま
せ
ん

が
・
代
筆
の
理
由
を
書
い
た
別

紙
を
添
え
て
下
さ
い

4
書
式
は
半
紙
を
二
つ
折
り
に
し

た
右
半
面
に
お
題
と
歌
、
左
半

面
に
住
所
、
氏
名
(
本
名
、
ふ

り
が
な
)
、
生
年
月
日
、

職
業

を
書
い
て
下
さ
い
。

一
詠
進
の
期
間
九
月
一
日

1
十
月

十
一
日
(
当
日
消
印
有
効
)

送
付
先
「
〒
一

O
O
東
京
都
千

代
田
区
千
代
田
一
番
一
号
宮
内

庁
」
と
し
、

封
筒
に「
詠
進
歌
」

と
書
き
添
え
て
下
さ
い
。

※
詳
し
く
は
市
総
務
課
広
報
統
計

係
へ
。

圃
市
中
小
企
業
振
興

資
金
の
ご
利
用
を

対
象
市
内
で
同
一

業
種
を

一
年

以
上
経
営
し
て
い
る
事
業
所

限
度
額
三
百
万
円
以
内

使
途
及
び
期
間

運
転
資
金

二
年
以
内

設
備
資
金

三
年
以
内
:

利
息
九
・
一
四
M
m
(
含
保
証
料
)

詳
し
く
は
商
工
会
議
所
、
金
融
機

関
ま
た
は
市
商
工
観
光
課
へ
。

園
無
担
保
無
保
証
人

融
資
の
ご
利
用
を

対
象

川
商
工
会
議
所
の
指
導
を
受
け
て

い
る
乙
と

ω市
内
で
一
年
以
上
事
業
を
営
ん

で
い
る
こ
と

削
諸
税
金
の
完
納
者

凶
従
業
員
工
業
五
人
以
下
、
商

業
二
人
以
下
の
事
業
所
。

限
度
額
及
び
期
間

運
転
資
金
百
万
円
二
年
以
内

設
備
資
金
二
百
万
円
三
年
以

内

利

息

七

・

ニ

労

※
詳
し
く
は
商
工
会
議
所
、
市
商

工
観
光
課
へ
。

お
わ
び

市
政
だ
よ
り
八
月
十
五
日
号
に

掲
載
し
た
国
民
年
金
法
一
部
改
正

の
福
祉
年
金
の
支
給
制
限
の
中
で

扶
養
親
族

一
人
増
す
ご
と
に
「
二

百
二
十
万
円
」
は
「
二
十
二
万
円
」

の
誤
り
で
し
た
の
で
お
わ
び
し
て

訂
正
し
ま
す。
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